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顔は私たちに多くの情報をもたらして
くれます。個人の識別や社会的なコ

ミュニケーションになくてはならない情報の一
つです。顔を正確に素早く知覚し認識すること
は，社会的動物である私たちヒトにとって重要
な能力ですが，まずは赤ちゃんにどれくらい世
界が見えているかを考えてみましょう。
赤ちゃんの視力
　長い間，生まれたばかりの新生児はほとんど
何も見えていないと考えられてきました。しか
し1960年代に，アメリカの発達心理学者ファ
ンツ（Robert L. Fantz）が選好注視法と呼ばれ
る方法を開発したことによって，新生児でもあ
る程度の視知覚能力を持っていることがわかり
ました。選好注視法は特定の図形パターンを好
んで見るという乳児の性質を利用したもので，
新生児でもパターンのあるものやコントラスト
の高いものなど，特定の特徴を持っている図形
を選好注視することを明らかにしました 1。
　大人では，ランドルト環と呼ばれる「C」の
ような形を観察しその隙間の方向を答えること
で視力（小数視力と言います）を計測するのが
お馴染みの方法ですが，言葉で答えることがで
きない赤ちゃんでは選好注視法を使って調べま
す。赤ちゃんに白と黒の縞パターンと一様な灰
色を同時に提示し，どちらを注視するか調べる
のです。赤ちゃんはパターンへの選好を持って
いるので，もし縞が見えていればそちらを選好
します。白と黒の縞を細かくしていき，赤ちゃ
んが縞パターンに選好を示さなくなった縞の細
かさから視力を計算することができます。それ
を小数視力に変換すると，おおよその視力は新
生児で0.02，生後3ヶ月で0.1，生後6ヶ月で0.2

とされています。
　この数字から，赤ちゃんには輪郭が滲んで
はっきりしない世界が見えていることが想像で
きると思います。しかし，赤ちゃんの見ている
世界は輪郭がはっきりしないだけでなく，コン
トラストの低い薄ぼんやりしたものであること
もわかっています。
赤ちゃんは顔が好き？
　街中で，赤ちゃんにじっと顔を見つめられた
経験があるのではないでしょうか。実は，薄ぼ
んやりした世界が見えている赤ちゃんが好んで
見るものの一つが顔なのです。
　生後数日の新生児でも顔と顔でないものを見
分ける，すなわち顔検出の能力を持っています。
顔らしくない配置を持つ図（目鼻口が福笑いの
ようになったもの）よりも顔らしい要素配置を
持つ図を選好すること，さらに上下逆さまの顔
写真（倒立顔）よりも正しい向きの顔写真（正
立顔）を選好するのです 2。
　この結果だけを聞くと，生得的に顔認識能力
をいくらか有しているように思われます。しか
し，新生児期の顔への選好は複雑な顔そのも
のではなく，“トップヘビー ”と呼ばれる画像
の構造的な特徴への反応だと言われています 3。
トップヘビー構造とは上方により多くの要素が
集まった配置のことを指し，これは上に目と眉
毛，下に鼻と口という配置を持つ顔と共通する
構造です。驚くことにトップヘビー構造への選
好は39週の胎児でも示されており 4，この生得
的な反応によって赤ちゃんは“ヒトの顔”の学
習を積み重ねていくことになります。生後3～
5ヶ月ごろになるとトップヘビー選好は消失し，
よりヒトの顔らしい対象に限定して選好を示す
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ようになります 5。
環境が形作る顔の識別
　諸外国で製作された映画やドラマを見ている
と，ヨーロッパ系やアフリカ系，中東系俳優の
顔を混同してしまうことはありませんか？　こ
れは，日本に住む私たちの顔識別能力が見慣れ
た東アジア系の顔に特化しており，見慣れない
人種の顔識別が困難であることを意味します。
同様の現象は顔の年齢でも起こり，子どもに接
する機会の少ない大人は，子どもの顔の識別
に困難を感じます 6。このように，環境の中で
頻繁に経験する対象に識別能力が特化していく
現象を「知覚的狭小化」と言います（なお，こ
れは顔に限らず言語音の識別でも起こります）。
私たちは，社会環境で頻繁に見る顔をより正確
かつ効率的に識別できるようになっているので
す。
　顔を見る経験が限られている乳児の顔識別能
力は，どのように発達するのでしょうか？　見
知らぬ顔同士の識別は，馴化 -脱馴化法で調べ
られます。この方法では，まず赤ちゃんに同じ
画像を繰り返し見せ飽きさせた後（馴化），テ
ストとして飽きた画像と新しい画像を見せて2
つの画像への注視時間を比較します。もしテス
トで2つの画像の注視時間の間に差が認められ
れば，乳児が画像を識別したと解釈できます。
先行研究から，生後6ヶ月以前の赤ちゃんは多
種多様な顔を等しく識別できることが分かって
います。大人とは異なり，見慣れない人種の顔 7 

や年齢の顔 8でも識別できるのです。この時期
の赤ちゃんは，ヒトの顔に限らずサルの顔です
ら識別できます 9。しかし，生後9ヶ月ごろに
なると知覚的狭小化が生じます。例えば，中国
の漢民族の生後9ヶ月児は東アジア系の顔のみ

識別でき，その他の人種の顔の識別ができませ
ん 8。また大人の顔は識別できますが，見慣れ
ない赤ちゃんの顔は識別できなくなるのです 9。
　このように，生後9ヶ月までに生育環境に適
応するように顔の識別が特化し洗練されていき
ます。一方で，年少の赤ちゃんは大人にはない
特別な顔識別能力を持っているとも言えます。
顔の認識は赤ちゃんの生存に欠かせない能力の
一つですが，どんな“顔”が重要かは生まれて
みないとわかりません。大人よりも浅く広い，
しかし遥かに柔軟性に富んだ顔識別能力は，ど
んな生育環境に生まれ育っても適応するための
赤ちゃんの生存戦略と言えるかもしれません。
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